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書籍の概要 

 

本書では、2010 年から 10 年間の実践を

基に、IR、学生調査、ポートフォリオという

ツールを統合的に利用しながら高等教育の

内部質保証に向けた課題を整理し、そのグ

ッドプラクティスを例示する。日本の高等

教育研究者に向けて、今後の学習成果の可

視化と内部質保証の手がかりを提案する。 

 

著者から一言 

 

学修成果の可視化が大学に求められるよ

うになって久しい。科研費をもとにした編

者らの 10 年以上の実践をもとに、高等教育

の内部質保証に繋がる学修成果の可視化の

在り方を論じた一冊となっている。 
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